
番号 該当箇所 意見・修正案 対応

1
第１章 総論
１　改定の趣旨
（１）改定の目的

　コロナからの経済復興に当たって「グ
リーンリカバリー」の視点が必要と書かれ
ているが、環境に配慮することはコロナに
よる影響とは関係がないのではないか。

　「（１）改定の目的」からは、コロナに
係る内容は削除しました。

2
第１章 総論
１　改定の趣旨
（２）改定の背景

　「持続可能な経済復興である『サステナ
ブルリカバリー』」という表現は、同じ意
味の繰り返しとなっているため、修正した
ほうがよい。

　御意見のとおり、修正しました。（素案
p.４）

3
第２章 施策分野
１　気候変動への対応

　気候変動分野の指標について、パリ協定
では数値目標は５年ごとに改定するとされ
ていることから、2025年には国の打ち出す
数値目標も変わる可能性がある。環境基本
計画の計画期間は2030年度までのため、こ
うした変化にどのように対応していくかを
考えておく必要がある。

　社会情勢等に大きな変化が生じた場合
は、計画期間の最終年度を待たずに見直し
を実施することとしているため、必要に応
じて指標の数値についても見直しを行いま
す。

4
第２章 施策分野
２　自然環境の保全

　自然環境分野の指標は、30by30を踏まえ
たものにしたほうがよいのではないか。

　２つめの指標として、30ｂｙ30の考え方
を踏まえた「県内の陸域に占める保護地域
及びＯＥＣＭの面積の割合（仮称）」を設
定しました。

5
第２章 施策分野
５　横断的な取組

　環境に係る課題だけではなく、社会や経
済に係る課題を同時解決していくという姿
勢は非常に重要である。
　単に、環境施策が社会や経済に与える影
響例を挙げるだけではなく、県民の暮らし
や事業にどのようなメリットがあるのかを
しっかりと伝える形にすることが重要であ
る。

　具体的なメリットを追記しました。（素
案p.40～41）

6
第２章 施策分野
５　横断的な取組

　横断的な取組としては、環境教育や自分
事化といったことだけでなく、各施策分野
の統合や分野間の調整といった視点を盛り
込んだほうがよい。

　分野間の相互関係等につき、追記しまし
た。（素案ｐ.40～42）

7

第２章 施策分野
５　横断的な取組
　多様な主体との連携による施
策の推進

　多様な主体と連携しての施策の推進につ
いて、具体的にパートナーシップを組む、
連携する相手先を書き込んだ上で、どのよ
うな協働体制を組んでいくかを検討したほ
うがよい。

　具体的な取組について追記しました。
（素案p.44～45）

8
第２章
５　横断的な取組

　「かながわ脱炭素ビジョン2050」など、
具体的な普及啓発ツールの名称を出した書
き方もあるかと思う。

　脱炭素ビジョンについては、今後も普及
啓発に活用していきますが、内容について
は地球温暖化対策計画において触れている
ことから、本計画の「横断的な取組」の部
分には記載しません。
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